
会計 款 項 目
多額
経費

一般 9 1 1 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度

単位

ⅰ 95 100 100 ％

ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 3,675 3,157
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 3,675 3,157

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い

ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H30⇒R1繰越

補正
流用・充当

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 職員研修に要する経費

政策 23安全に暮らせる社会システムをつくります 消防総務課

施策 234消防力の強化 矢ノ目　健二

①前回
の評価
で掲げ
た内容

　消防力維持のため、計画的に職員研修を実
施していく必要がある。 ③令和2年

度に取組む
改革・改善
内容

　消防力維持のため、計画的に職員研
修を実施していく必要がある。②①に

基づく
取組み
結果

　今後数年間における消防職員の退職者増加
に勘案しつつ、研修派遣者を先行し、人材育成
に取り組めた。

①目的 消防吏員
意図（対象をどう
するのか）

複雑多様化する消防業務に対応するた
め、高度な専門的知識や技術を修得す
る。

②事務事業の概要
　消防職員として業務遂行上必要な専門知識及び技能を習得するため、消防大学校等の
各種研修所に派遣する。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　災害件数の増加、複雑多様化する災害への対応や高度な救急処置が要求され、専門的
な知識、技術を持つ職員の養成により安心して暮らせる消防体制が望まれている。

①令和元年度の事
業の成果

消防職員２６人を研修派遣し、知識と技能の向上を図った。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

派遣者数／派遣計画者数 業務取得

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 3,937

2,199 消防学校等入港負担金

684 技術講習会等負担金

ⅳ効率性 3高い

254 旅費
20 報償費 3,937

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

　災害の増加及び複雑多様化に対応するため、継続的に知識及び技術の修得が必要であ
る。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

0 0

H30から
の繰越

③上記評価の理由
　専門的な知識や技術は、外部機関による取得以外に方法はなく、救急救助体制の確立に
は必要不可欠である。

①令和元年度の計画
令和元年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
令和2年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 9 1 3 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度

単位

ⅰ 100 100 100 ％

ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 93,481 7,861
国支出金（千円） 23,929 0
県支出金（千円） 0 0
市債その他（千円） 61,200 0
一般財源（千円） 8,352 7,861

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い

ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 8,522
H30⇒R1繰越

補正
流用・充当 -522

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 消防車両更新事業

政策 23安全に暮らせる社会システムをつくります 消防総務課

施策 234消防力の強化 矢ノ目　健二

①前回
の評価
で掲げ
た内容

　本市の地域実情に見合った車両及び資機材
を検討し、より迅速かつ、的確な活動ができる
車両を更新整備する。 ③令和2年

度に取組む
改革・改善
内容

本市の地域実情に見合った車両及び
資機材を検討し、より迅速かつ、的確な
活動ができる車両を更新整備する。②①に

基づく
取組み
結果

　検討会を開催し、現場の意見を取り入れなが
ら、本市に適した車両及び資機材を決定した

①目的
消防本部及び消防署の管理す
る車両

意図（対象をどう
するのか）

車両更新計画に基づき、車両を更新す
る。

②事務事業の概要 　消防活動を維持するために必要な、消防用自動車及び車両積載品を更新整備する。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　複雑多様化する災害が増えていることから、安全に暮らせる社会システムへの要望が高
い。

①令和元年度の事
業の成果

　人員搬送車（マイクロバス）を１台更新した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

車両更新率 車両更新計画

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 57,435

7,810 備品購入費
23 手数料（無線機移設他）

ⅳ効率性 3高い

16 保険料（自賠責保険）

12 公課費（重量税） 57,435

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

　鎌ケ谷市消防用自動車更新計画に基づき更新しているが、消防力の整備指針改正等を
踏まえ、本市の車両台数、更新計画を継続的に検討する必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

人員搬送車を更新した。
8,522 7,970 7,861

H30から
の繰越

③上記評価の理由 　市民の安全安心のため消防用自動車の更新は、継続していかなければならない。

①令和元年度の計画 消防車両の更新
令和元年度事業費の状況（単位；千円）

0

③達成状況 完了
現年分 7,861

④未完了・非着手の理由
令和2年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 9 1 3 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度

単位

ⅰ 100 100 100 ％

ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 0 19,614
国支出金（千円） 0 0
県支出金（千円） 0 1,807
市債その他（千円） 0 13,200
一般財源（千円） 0 4,607

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い

ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 20,024
H30⇒R1繰越

補正
流用・充当 -200

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 消防団車両更新事業

政策 23安全に暮らせる社会システムをつくります 消防総務課

施策 234消防力の強化 矢ノ目　健二

①前回
の評価
で掲げ
た内容

③令和2年
度に取組む
改革・改善
内容

本市の地域実情に見合った車両及び
資機材を検討し、より迅速かつ、的確な
活動ができる車両を更新整備する。②①に

基づく
取組み
結果

①目的 消防団の管理する車両
意図（対象をどう
するのか）

車両更新計画に基づき、車両を更新す
る。

②事務事業の概要
　消防活動を維持するために必要な、非常備用消防自動車及び車両積載品を更新整備す
る。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　複雑多様化する災害が増えていることから、安全に暮らせる社会システムへの要望が高
い。

①令和元年度の事
業の成果

　非常備用消防自動車（第2分団車両）を１台更新した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

車両更新率 車両更新計画

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 20,033

19,470 備品購入費
129 手数料（リサイクル手数料）

ⅳ効率性 3高い

9 保険料（自賠責保険）

6 公課費（重量税）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

　鎌ケ谷市消防用自動車更新計画に基づき更新しているが、消防力の整備指針改正等を
踏まえ、本市の車両台数、更新計画を継続的に検討する必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

消防ポンプ自動車１台を更新し
た。

20,024 19,824 19,614

H30から
の繰越

③上記評価の理由 　市民の安全安心のため消防用自動車の更新は、継続していかなければならない。

①令和元年度の計画 非常備用消防自動車の更新
令和元年度事業費の状況（単位；千円）

0

③達成状況 完了
現年分 19,614

④未完了・非着手の理由
令和2年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 9 1 1 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度 単位

ⅰ 61 52 54 枚
ⅱ 80 90 67 件
ⅲ 71.9 72.4 72.6 ％

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 3,402 2,574
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円） 900
一般財源（千円） 2,502 2,574

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 2普通

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H30⇒R1繰越

補正
流用・充当

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 予防業務に要する経費

政策 23安全に暮らせる社会システムをつくります 予防課

施策 234消防力の強化 須賀　智行

①前回
の評価
で掲げ
た内容

　住宅用火災警報器の設置義務化から１
０年が経過したため、自治会班回覧や消
防関係催物開催時に、更なるアンケート調
査や維持管理啓発を継続的に実施する。

③令和2年
度に取組む
改革・改善
内容

　 住宅用火災警報器の設置及び維
持管理について、広報かまがやや
市ホームページ並びに消防関係催
物等で引き続き啓発を行う。また、
建築確認や立入検査等により適正
な消防設備の設置指導を実施す
る。

②①に
基づく
取組み
結果

消防関係の催物開催時に住宅用火災警
報器設置義務から１０年が経過したことに
よる注意等のチラシ配布及び設置に関す
るアンケート調査等を実施した。

①目的
市民・事業所・建築物
・危険物施設

意図（対象をどう
するのか）

①市民の防火意識の高揚
②防火管理に係る認識及び技術の向
上

②事務事業の概要
　火災予防を推進するため、消防訓練時の指導や住宅用火災警報器の設置普及及び維持
管理を啓発するとともに、建築確認時に消防設備の設置指導や検査、立入検査を行う。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　住宅用火災警報器の普及率は継続的な啓発や訪問調査を実施した結果年々上昇してい
る一方、条例施行から１０年以上が経過した設置済みの住宅への維持管理啓発（点検、交
換等）を実施する必要がある。

①令和元年度の事
業の成果

　 春季・秋季火災予防運動中の広報活動や、火災予防ポスター展、消防広場等の火災予防啓発活
動を実施したことにより、住宅用火災警報器の普及率が０．２ポイント上昇した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

火災予防ポスター掲示 業務取得
消防同意数 業務取得

住宅用火災警報器普及率 業務取得
令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算

金額（千円） 内容 3,196
72 火災予防ポスター展（消耗品費）

181 消防用備品購入費

ⅳ効率性 2普通

3,196

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

住宅用火災警報器設置後、１０年を経過する住宅が増加することから、機器の点検
及び更新について啓発する必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

0 0

H30から
の繰越

③上記評価の理由

①令和元年度の計画
令和元年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
令和2年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 9 1 1 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度 単位

ⅰ 763 593 640 人
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 20,311 14,093
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 20,311 14,093

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H30⇒R1繰越

補正
流用・充当

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 警防業務に要する経費

政策 23安全に暮らせる社会システムをつくります 警防課

施策 234消防力の強化 岩上一彦

①前回
の評価
で掲げ
た内容

継続的に講習会を実施することにより、講
習修了者を増やす。 ③令和2年

度に取組む
改革・改善
内容

継続的に講習会を実施することによ
り、講習修了者を増やす。

②①に
基づく
取組み
結果

継続的に講習会を実施することができた。

①目的 市民・市内事業所の従業員
意図（対象をどう
するのか）

市民に心肺蘇生法、ＡＥＤの使用方法、応急
手当の方法の普及啓発を図り、有事の際に
しっかりした応急手当てができるようになる。

②事務事業の概要
救急車到着までの間、現場に居合わせた人により効果的な応急手当が実施できる
よう、市民及び各種団体を対象に救命講習を実施する。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

ＡＥＤが一般市民にも使用可能になったことにより、初期の救命処置が注目されるよう
になった。心肺蘇生法のガイドラインの変更により、実施方法の変更、講習項目が細分
化され、今後、更なる受講者数の増加が見込まれるが、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止の観点から、４月から当面の間、開催を中止とする。

①令和元年度の事
業の成果

市広報誌、ホームページ等で地域住民に参加を呼びかけ、消防本部で普通救命講習Ⅰ（一般市民向け：成
人を対象）・Ⅱ（一定頻度者向け）・Ⅲ（一般市民向け：小児・乳幼児を対象）を４６回実施し、６０７人が参加、
また上級救命講習（一般市民向け：成人・小児・乳児を対象）を２回実施し、３３人が参加した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

救命講習修了者数 業務取得

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 30,122

2,722 救急活動用医薬材料

3,654 消火栓補償

ⅳ効率性 3高い

30,122

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

継続的に講習会を開催し、更なる受講者の拡大のため効果的な広報活動等の実
施を検討する。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

0 0

H30から
の繰越

③上記評価の理由 継続的に取り組み検証し、対応することが安全に暮らせる社会に繋がる。

①令和元年度の計画
令和元年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
令和2年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 9 1 1 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度 単位

ⅰ 2 2 3 基
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 3,039 5,547
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 3,039 5,547

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 6,343
H30⇒R1繰越

補正
流用・充当

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 消火栓改修事業

政策 23安全に暮らせる社会システムをつくります 警防課

施策 234消防力の強化 岩上一彦

①前回
の評価
で掲げ
た内容

当初計画では７基であったが、新たに５基
の腐食消火栓について改修の必要が生じ
たため、計１２基の消火栓を改修する計画
に変更した。平成３１年度は３基の消火栓
の改修を行う。

③令和2年
度に取組む
改革・改善
内容

当初計画では７基であったが、新た
に５基の腐食消火栓について改修
の必要が生じたため、計１２基の消
火栓を改修する計画に変更した。令
和２年度は３基の消火栓の改修を
行う。

②①に
基づく
取組み
結果

優先度の高い消火栓３基の改修を行っ
た。

①目的 消火栓
意図（対象をどう
するのか）

経年劣化により破損の危険がある
消火栓を改修する。

②事務事業の概要
経年劣化により破損の危険がある消火栓１２基を、優先度の高いものから計画的
に改修を行う。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

消火活動に欠かせない消防水利について、有事の際の使用に支障がないよう今後
も維持管理を行う必要がある。

①令和元年度の事
業の成果

計画に基づき消火栓３基の改修を行った。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

改修完了消火栓 業務取得

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 4,135

5,547 消火栓改修工事

ⅳ効率性 3高い

4,135

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

現在使用不能としている消火栓について、早急に改修を行う必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

消火栓３基の改修を行った
6,343 6,343 5,547

H30から
の繰越

③上記評価の理由 消火活動に欠かせない消防水利について、今後も維持管理を行う必要がある。

①令和元年度の計画 消火栓３基の改修
令和元年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 完了
現年分 5,547

④未完了・非着手の理由
令和2年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 9 1 2 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度 単位

ⅰ 90.9 88.7 87 ％
ⅱ 480 480 478 人
ⅲ

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 26,198 29,699
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 26,198 29,699

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H30⇒R1繰越

補正
流用・充当

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 消防団運営に要する経費

政策 23安全に暮らせる社会システムをつくります 警防課

施策 234消防力の強化 岩上一彦

①前回
の評価
で掲げ
た内容

消防団施設の維持管理及び人員確保と装
備の充実化を図る。 ③令和2年

度に取組む
改革・改善
内容

消防団施設の維持管理及び人員確
保と装備の充実化を図る。

②①に
基づく
取組み
結果

消防団広報誌及び各イベントを活用した団
活動ＰＲにより広く広報した。

①目的
消防団員、消防施設、消防団
車両

意図（対象をどう
するのか）

災害活動に関する消防団員の環境整備
及び消防団施設の機能維持管理を実施
する。

②事務事業の概要
各種災害に出動して、地域防災の中心的な役割を果たす消防団を維持するため、
計画的な運営を図るとともに、環境を整備する。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

産業・就業構造の変化等による被雇用者（サラリーマン）の増加と若年層の流出、ま
た、消防団員の高齢化がさらに進み、入団者の減少による定員割れが予想される。

①令和元年度の事
業の成果

地域防災力の要である消防団について、活動への理解や協力を得るため消防団
広報誌を作成し、市内自治会班回覧を行った。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

消防団員の定数に対する充足率 業務取得
機械器具点検 業務取得

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 39,554

6,621 消防団員報酬
8,270 費用弁償

ⅳ効率性 2普通

878 健康診断手数料
2,060 消防団運営交付金 39,554

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

環境整備及び広報活動の拡充等を行い、団員の減少に歯止めをかけ人員を確保
する。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

0 0

H30から
の繰越

③上記評価の理由
防災に関する市民ニーズは上昇傾向にあり、今後、さらに高まると予想できるた
め、継続して行う必要がある。

①令和元年度の計画
令和元年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
令和2年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 9 1 2 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度 単位

ⅰ 61 30 45 着
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 2,754 4,198
国支出金（千円）
県支出金（千円） 459 699
市債その他（千円）
一般財源（千円） 2,295 3,499

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 4,500
H30⇒R1繰越

補正
流用・充当

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 消防団装備品整備事業

政策 23安全に暮らせる社会システムをつくります 警防課

施策 234消防力の強化 岩上一彦

①前回
の評価
で掲げ
た内容

消防団員の防火衣について安全性、活動
性に優れた防火衣への更新を行う。 ③令和2年

度に取組む
改革・改善
内容

消防団員の防火衣について安全
性、活動性に優れた防火衣への更
新を行う。②①に

基づく
取組み
結果

消防団員の防火衣について、安全性及び
活動性に優れたものに更新した。

①目的 消防団員、消防団装備品
意図（対象をどう
するのか）

消防団装備品について機能性等に
優れたものに更新する。

②事務事業の概要 消防団員が効果的な活動を行うために、消防団装備品の充実強化を図る。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

地域防災の中心的役割を担う消防団の活動は、今後さらに重要となることが想定さ
れることから、引き続き消防団装備品の充実を図る必要がある。

①令和元年度の事
業の成果

防火衣４５着を更新した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

新型防火衣の配備数 条例定数分

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 3,000

4,198 防火衣
500

ⅳ効率性 3高い

2,500

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

消防団装備品整備事業として計画的に装備品を整備する必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

防火衣を３０着更新した
4,500 4,500 4,198

H30から
の繰越

③上記評価の理由
消防団装備品の充実強化に関しては、計画的に行っており、今後もこれに係る手続
きを進める必要がある。

①令和元年度の計画 防火衣の更新
令和元年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 完了
現年分 4,198

④未完了・非着手の理由
令和2年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績


